
呉市地域ケア会議等から抽出された課題 

 

１ 呉市が目指す地域包括ケアシステムとは 

 

 

 

呉市高齢福祉計画・第９期介護保険計画事業計画（地域包括ケア計画）（令和６年～８年度）より引用                    

医療や介護を必要とする高齢者が，住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう，医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提

供される地域包括システムの充実を図り，次の事業コンセプトに基づいた計画的な取組を進めています。 

(1) 高齢者の尊厳の保持と自立支援を根幹とする。 

(2) 地域の主体性及び自主性により，地域の実情に応じてつくりあげていく。 

(3) 地域包括ケアシステムを支える様々な主体である本人（高齢者），家族（介護者），地域住民，事業者・関係団体・機関，行政がそれぞれの役割を

理解し，地域で支え合うまちづくりを目指して協働で取り組む。 

(4) 自助努力（自助）を基盤とし，互助，共助，公助の適切な役割を発揮することによって包括的な支援につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「「自助・互助・共助・公助」からみた地域包括ケアシステム」                  

資料４ 

報告４ 



２ 地域ケア会議とは 

  地域ケア会議は，高齢者個人に対する支援の充実と，それを支える社会基盤の整備とを同時に進めていく，地域包括ケアシステムの実現に向けた手

法です。 

  主に，市及び高齢者相談室（地域包括支援センター）等が主催し，次の項目を目的とします。 

○ 医療，介護等の多職種が協働して高齢者の個別課題解決を図るとともに，介護支援専門員の自立支援に資するケアマネジメントの実践力を高める。 

○ 個別ケースの課題分析等を積み重ねることにより，地域に共通した課題を明確化する。 

○ 共有された地域課題の解決に必要な資源開発や地域づくり，さらには介護保険事業計画への反映などにつなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「地域ケア会議について」を一部改変      



３ 呉市における地域ケア会議体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  



４ 令和７年度地域ケア会議等から抽出された課題 

 


